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創成を可能にする化学技術の開発が重要である。Anastas らによって提唱された「グリーンケミストリーの 12 ケ条」
（表１）は、そのような化学技術を開発するための鍵を提供してくれる。12 ケ条の中で、「2. 原料をなるべく無駄に
しない原子効率の良い合成（本論文では原子効率 100％の水和反応）をする」、「9. できるかぎり触媒反応（本論文で
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成とその構造解析を行った。 
 第４章では、オレフィンの水中での重合反応を検討した。その結果、数平均分子量100000、重量平均分子量180000、
分子量分布 1.8 のポリスチレンを水中、pH 7-9 の条件で得た。ルテニウムアクア錯体とギ酸との反応により、ルテニ
ウムヒドリド錯体が生成することを見出した。また、重合反応の重合中間体を ESI-MS により初めて検出した。 
 結論では、以上の結果についての総括を記した。 











 ⑶ 工業的に重要な触媒反応である C-C 結合生成反応および重合反応の新規水中触媒を開発した。水溶液の pH を
コントロールすることで触媒活性を制御できることを見出した。 
 以上のように、水溶性遷移金属錯体触媒を用いた水中での触媒反応において反応溶液の pH を制御することにおい
てこれまで成し得なかった様々な反応の開発に成功した。したがって、本論文で得られた結果は、今後、グリーンケ
ミストリーにおける水溶性触媒の設計および水中触媒反応の開発に重要な知見を与えるものであり、博士論文として
価値のあるものと認める。 
